
平
成
二
十
年
十
月
二
十
一
日
提
出

質

問

第

一

四

一

号

日
本
の
核
武
装
に
つ
い
て
の
麻
生
首
相
の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

辻

元

清

美

141



日
本
の
核
武
装
に
つ
い
て
の
麻
生
首
相
の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
一
七
日
の
衆
議
院
安
全
保
障
委
員
会
に
お
い
て
、
辻
元
清
美
の
、
二
〇
〇
三
年
の
新
聞
ア
ン
ケ
ー
ト
で

麻
生
外
相
（
当
時
）
が
「
核
武
装
を
検
討
す
べ
き
」
と
回
答
し
て
い
る
が
い
ま
も
同
じ
認
識
か
、
と
い
う
質
問
に
対
し
、
麻
生

外
相
（
当
時
）
は
「
核
兵
器
と
い
う
も
の
の
保
有
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
か
、
だ
ん
だ
ん
だ
ん
だ
ん
隣
が
み
ん
な
持
っ
て
い
く

と
き
に
、
日
本
だ
け
何
の
検
討
も
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
」
と
答
弁
し
た
。
続
い
て
一
〇
月
一
八
日
の

衆
議
院
外
務
委
員
会
で
、
「
日
本
の
核
保
有
に
つ
い
て
全
く
し
て
い
な
い
の
は
多
分
日
本
自
身
で
あ
っ
て
、
ほ
か
の
国
は
み
ん

な
し
て
お
る
と
い
う
の
が
現
実
」
「
隣
の
国
が
持
つ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
と
き
に
（
略
）
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
い

ろ
い
ろ
な
議
論
も
し
て
お
く
と
い
う
の
は
大
事
な
こ
と
だ
」
と
答
弁
し
て
い
る
（
答
弁
一
）
。

こ
う
し
た
発
言
に
対
し
、
「
（
核
廃
絶
を
求
め
た
過
去
の
）
国
会
決
議
に
背
き
、
国
是
を
否
定
す
る
」
「
北
朝
鮮
の
核
放
棄

に
向
け
た
国
際
社
会
の
努
力
に
水
を
さ
す
」
な
ど
と
し
て
、
社
民
党
、
民
主
党
、
共
産
党
、
国
民
新
党
の
四
野
党
は
同
年
一
一

月
九
日
、
安
倍
晋
三
首
相
（
当
時
）
に
対
し
麻
生
外
相
（
当
時
）
の
罷
免
を
要
求
し
て
い
る
。

同
年
一
一
月
三
〇
日
の
衆
議
院
安
全
保
障
委
員
会
に
お
け
る
辻
元
清
美
の
質
問
に
対
し
、
麻
生
外
相
（
当
時
）
は
、
「
核
を

つ
く
る
能
力
（
略
）
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
す
」
「
ロ
ケ
ッ
ト
を
、
少
な
く
と
も
移
動
衛
星
、
静
止
衛
星
、
偵
察
衛
星

一



等
々
を
飛
ば
す
、
搬
送
す
る
技
術
も
日
本
は
あ
り
ま
す
」
と
答
弁
し
て
、
日
本
が
核
兵
器
製
造
能
力
を
有
す
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
（
答
弁
二
）
。

な
お
米
国
務
省
は
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
一
日
、
北
朝
鮮
の
テ
ロ
支
援
国
家
指
定
を
解
除
し
た
と
発
表
し
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
「
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
か
ら
首
相
へ
の
直
接
の
指
定
解
除
通
告
は
、
米
国
務
省
の
正
式
発
表
の
三
〇
分
前
」
と
報
道
さ
れ
て
い

る
（
読
売
新
聞
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
三
日
）
。
報
道
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
す
で
に
ラ
イ
ス
国
務
長
官
が
解
除
の
書
面
に
署

名
し
て
か
ら
三
時
間
が
経
過
し
て
お
り
、
マ
ス
コ
ミ
も
報
じ
た
後
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
極
め
て
遅
い
通
告
だ
っ
た
と
い

わ
ざ
る
を
え
な
い
。

元
米
国
務
省
の
外
交
官
が
「
日
本
で
独
自
の
核
兵
器
開
発
の
気
運
が
高
ま
れ
ば
、
米
政
府
と
中
国
政
府
双
方
の
不
利
益
に
な

る
可
能
性
が
高
い
」
と
発
言
す
る
な
ど
、
米
国
内
に
は
日
本
の
核
武
装
へ
の
懸
念
を
示
す
機
運
も
生
ま
れ
て
い
る
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
通

信
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
六
日
）
。

ま
た
麻
生
首
相
は
、
同
年
一
〇
月
一
九
日
の
茨
城
県
小
美
玉
市
に
お
け
る
航
空
観
閲
式
で
「
『
日
米
安
全
保
障
体
制
の
信
頼

回
復
を
一
層
向
上
さ
せ
る
』
と
訓
示
し
、
後
か
ら
秘
書
官
が
『
信
頼
性
』
の
向
上
だ
と
訂
正
す
る
一
幕
が
あ
っ
た
。
首
相
周
辺

は
単
な
る
原
稿
の
読
み
間
違
い
と
説
明
し
て
い
る
が
、
北
朝
鮮
へ
の
テ
ロ
支
援
国
家
指
定
解
除
に
つ
い
て
、
米
側
か
ら
直
前
ま

二



で
連
絡
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
『
信
頼
喪
失
』
の
本
音
が
表
れ
た
の
で
は
と
の
憶
測
を
呼
ん
だ
」
と
報
道
さ
れ
て
い
る
（
Ｎ

Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｅ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
九
日
）
。

外
相
時
代
に
日
本
の
核
武
装
を
め
ぐ
っ
て
罷
免
要
求
を
受
け
た
麻
生
首
相
が
、
現
在
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
か

は
、
国
際
社
会
が
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

従
っ
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一

麻
生
外
相
（
当
時
）
の
答
弁
一
に
つ
い
て

�

麻
生
首
相
は
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
二
一
日
現
在
に
お
い
て
、
日
本
は
核
兵
器
保
有
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
認
識
か
。

�

麻
生
首
相
は
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
二
一
日
現
在
で
も
、
日
本
に
お
け
る
核
兵
器
保
有
の
議
論
を
検
討
す
べ
き
と
い
う

認
識
か
。

二

麻
生
外
相
（
当
時
）
の
答
弁
二
に
つ
い
て

�

麻
生
首
相
は
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
二
一
日
現
在
で
も
、
日
本
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
使
っ
て
核
兵
器
を
作
る
能
力
が
日

本
に
あ
る
と
い
う
認
識
か
。

三



�

麻
生
首
相
は
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
二
一
日
現
在
で
も
、
核
兵
器
を
ロ
ケ
ッ
ト
な
ど
で
搬
送
す
る
技
術
が
日
本
に
あ
る

と
い
う
認
識
か
。

三

ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
か
ら
麻
生
首
相
へ
の
直
接
の
指
定
解
除
通
告
に
つ
い
て

�

麻
生
首
相
が
、
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
か
ら
「
北
朝
鮮
の
テ
ロ
支
援
国
家
指
定
解
除
」
の
連
絡
を
受
け
た
が
「
正
式
発
表

の
三
〇
分
前
」
と
い
う
の
は
事
実
か
。
連
絡
を
受
け
た
日
時
を
正
確
に
示
さ
れ
た
い
。
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理

由
を
示
さ
れ
た
い
。

�

ラ
イ
ス
国
務
長
官
が
解
除
の
書
面
に
署
名
し
て
か
ら
、
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
の
連
絡
が
入
る
ま
で
に
、
麻
生
首
相
へ

「
北
朝
鮮
の
テ
ロ
支
援
国
家
指
定
解
除
」
を
知
ら
せ
る
何
ら
か
の
連
絡
は
米
国
か
ら
あ
っ
た
の
か
。
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
い
つ
、
誰
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
の
か
。

�

外
務
省
は
、
麻
生
首
相
に
「
北
朝
鮮
の
テ
ロ
支
援
国
家
指
定
解
除
」
を
知
ら
せ
た
か
。
知
ら
せ
た
と
す
れ
ば
、
い
つ
、

誰
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
知
ら
せ
た
の
か
。

�

麻
生
首
相
は
、
ラ
イ
ス
国
務
長
官
が
解
除
の
書
面
に
署
名
し
て
か
ら
、
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
か
ら
連
絡
が
入
る
ま
で
、

「
北
朝
鮮
の
テ
ロ
支
援
国
家
指
定
解
除
」
を
知
ら
な
か
っ
た
の
か
。
知
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
い
つ
、
誰
か
ら
、
ど
の
よ

四



う
な
内
容
を
知
ら
さ
れ
た
の
か
。

�

麻
生
首
相
は
、
「
北
朝
鮮
の
テ
ロ
支
援
国
家
指
定
解
除
」
を
知
っ
て
か
ら
米
国
に
対
し
、
抗
議
や
異
議
表
明
を
行
っ
た

か
。
行
っ
た
と
す
れ
ば
、
い
つ
、
誰
に
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
行
っ
た
の
か
。

�

「
日
米
同
盟
の
強
化
。
こ
れ
が
常
に
、
第
一
で
あ
り
ま
す
」
と
麻
生
首
相
は
所
信
表
明
演
説
で
述
べ
て
い
る
。
麻
生
首

相
が
就
任
以
降
、
日
米
同
盟
は
強
化
さ
れ
た
と
考
え
る
か
。
も
し
く
は
弱
体
化
し
て
い
る
と
考
え
る
か
。
麻
生
首
相
の
認

識
と
、
そ
う
考
え
る
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

四

麻
生
首
相
の
航
空
観
閲
式
で
の
発
言
に
つ
い
て

�

麻
生
首
相
が
「
日
米
安
全
保
障
体
制
の
信
頼
回
復
を
一
層
向
上
さ
せ
る
」
と
発
言
し
た
こ
と
は
事
実
か
。
事
実
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
麻
生
首
相
個
人
の
考
え
か
。

�

訓
示
の
原
稿
は
本
来
ど
の
よ
う
な
文
言
だ
っ
た
の
か
。
秘
書
官
が
ど
の
よ
う
に
訂
正
し
た
か
も
含
め
て
、
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

�

「
日
米
安
全
保
障
体
制
の
信
頼
」
は
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
二
一
日
現
在
に
お
い
て
、
回
復
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
か
。
麻
生
首
相
の
認
識
と
、
そ
う
考
え
る
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

五



右
質
問
す
る
。

六


